
寺島蔵人邸 

保存状態の良い、前田家の家臣・寺島蔵人（1777–1837）の歴史的な邸宅では、18世紀から

19世紀にかけての中流階級の武家の暮らしぶりを垣間見ることができる。 

 

この邸宅は閑静な裏通りに面し、土塀に囲まれている。春には、庭にツツジが咲く。秋には、色鮮やかな

紅葉がまるで絵画のように広がる。 

 

この邸宅には、磁器や書などの家財がある。寺島の趣味は絵画だったため、彼の作品もいくつか展示され

ている。 

 


